
STEP３：教材を読む

STEP１ : 価値観の解釈をする

STEP ２：児童生徒に考えさせたいことを明確にする

STEP４：中心発問 を考える

たとえば･･･Cー規則の尊重 であれば、

【価値観】
約束やきまりごと
はなぜあるのか
を理解し、守ろう
とする態度を育
てたい。

※ここで大事な
のは、児童生徒
の実態を考えな
がら、大切にした
いことを明らかに
するということで
す。

c

c

【価値観】
約束やきまりごとはなぜあるの
かを理解し、守ろうとする態度
を育てたい

【考えさせたいこと】
「きまりはみんなが気もちよくす
ごすために大切だから、守らな
ければいけない」ということ

おすすめは、子どもた
ちが使っている、何も
書かれていない教科
書です。
何にもとらわれずに
読むことができます。

例えば・・・
○気持ちがゆらぐところ
○気持ちが変容するところ
○前と後とで心情や態度が
変化したところ

道徳授業づくりの４つのＳＴＥＰ



～実践例～ (中野小２年生)

STEP1:価値観 内容項目：Ｃー規則の尊重

STEP2:考えさせたいこと

「きまりは、みんなが気もちよくすごすために大切だから、
守らなければいけない」

「約束やきまりごとはなぜあるのかを理解し、
守ろうとする意欲を高めたい」

《教材について》

きまりをやぶって怒られたあきらが、きまりのない学校の夢を見る。

夢では、きまりがないために、自分が作ったものを壊されても、

みんな知らんぷりで自分勝手なことをしている。

夢から覚めたあきらは、

「ああ、よかった。」

と夢だったことを喜んで終わる。

中心発問 → あきらさんは、どんな気持ちで「ああ、よかった。」

と言ったのでしょう。

STEP3:教材を読む

STEP4:中心発問を考える

さらに・・・授業の最初と最後にテーマ発問
「きまりは、 」このあとに続くことばを考える。

交流中心発問

授業前授業後


